
｛，2一ジブロムエタンの濃縮度試験成績報告書

　　構　造　式

　　　　　　　　H　H
　　　　　　　　　l　　l
　　　　　BトーC－C－B卜
　　　　　　　　白白

　　　　性　状　　比重　2」8（20／4C），融点　％℃

　　　　　　　　　沸点　侍t6℃，蒸気圧　11．0篇即（25℃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資蒋による）

lll蕪／…・一一……
　こ1　試験装置及び機器

　　　＠）水系環境調節装置流水式
　　　（b）　ガスクロマトグラフ　日本電子社製　」祠（｝C－20K五型

　こ2　試験条件

　5．2．i　　T　L皿試験

　　　←）試験魚　　　　．弓引

　　　　　　ヒメダカ平均体重　ユ5g、壇イヒ第二水銀検定合格点※

　　　　　※田端健二　 引目水と廃1水　14　1297～1505（1972）

　　　（b）分散剤及び分散法

　　　　分散剤　硬化ヒマシ油（HCO－20）

　　　分散法　供試物質fgに硬化ヒマシ油HCO－205gを加えて

　　　　　　湯浴上でよぐね）合せた後イオン交換承を加えて11

　　　　　　に定容し1000P興（V「）の原液を調製した。

工　　試験期月町　　　日召和52年8月25日＾弔召和52年1博月7日

2試料名　1，2一ジプロムエタン（試料煮K－172）

一5，　試験方法及び条件

五22

　　　　　　　　25±2℃

　　　　　　　　48時間TL皿値　185pロn（Tレ々）

　濃縮度試験

　（1）外部消毎　止水状態で佃P皿塩酸クロロテトラサイクリン

　　　　　　　　溶液で24時間薬浴を行った。

　（2）　順　　化
　　　　　　　　25℃×20日

　　　　　　　　ガラス製　容　量　｛001

　　　　　　　　　　　　　流水量　5791／日

　　　　　　　（原液：希釈水　 2m1：40［〕皿1）

　　試験魚
　　　　　　　　コイ　平均体重約259

　　　　　　　　　　　平均体長約10cm

　　分散法
　　　　　　　　5．21（b）に同じ

　　試験温度
　　　　　　　　25±2℃

　　試験水槽の溶存酸素

　　　　　　　　　　図一10，11参照

　　水槽濃度
　　　　　　　　設定理由　48時間τL皿値185ppm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　1胤
　　　　　　　　　　　　幸156卿の棚及びTr

　　　　　　　　　　　　に設定した。
　　設症値ラ
　　　収・こ二　　　　　　　　（単位ppb碗）

（c）試験温度

但）結　　果

⑥　外部消毒及び順化

（b）試験水槽
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実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppb▼／▽）

52．5　分析試料の前処理

　　　愈）魚　体

　　　　　　　1試験剰
　　　　　　　　　　1・体重測定

　　　　　　　　　　1・細片化

　　　　　　　　　　叶5嘱塩化ナトリ弘補液50皿

　　　　　　　　　　ドホモジナイズ（5鯛）
　　　　　　　　　　1←50チ塩化ナトリウム水溶液50皿ユでフラスコに：移す

＃τヨ●蒸留団　9珊）
　　匠董潔．蜜｝這1（5・岨）

　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　叶n一へ柑ン50皿
　　　　　　　　　　け抽出（振とう傾胴）

直r遡　　　　　　　　　　レ財（財硫膨トリウム）
　　　　　　　　　　旨5圃に定容
　　　　　　　　　　l

　　　　　　　l；　　　　　　一i『
　　　　　　　哩」

　（b）試験水

　　　　　戚』』斎一双1

　　　　　＿　　　　　．i
　　　　　　　　l　　　　　　第1濃度区　第2濃度区

　　　　　　　　1
　　　　　　　　　●採水　　　　　 10皿1　　　 40■己、

　　　　　　　　　←n一へ牟サン　10血1　　　20凪

　　　　　　　　　。抽出（振とう10分間）

⊥i水壷一キサン刷
　　　　　　　　1・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　t・濃縮崇（第2濃度区のみ）
　　　　　　　　」．定容（15岨，6雌）

　　　　　　＿．一一」；一．．’＝一

　　　　　　1トσc試料噴
　　　　　　ヨ．一－τ一．r．－．　．産1

　　　　　　　　　　　　崇　　乾固し左いように5～4コ以残す

5．2，4　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ　日本電子社製JGC－20KE塑

　　　検　出　器　電子捕獲璽検出器ピ細2

　　　充てん剤シリコンOV－175砂口モソルブ實▲しの皿C8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〔〕一可00メソシ皇

　　　　カラムガラス2鱈戸×2皿

　　　　カラム温度　80℃

　　　注入口温度　｛50℃

　　　キャリフガス　　N2



4．試験結果

　　　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　5W　l4　w　l　狂　　　　　　　2　▼
　　　　　　　　　　　　　一

　Iv　I付図 付表

’
1

　　　　　巌　且．こ　　　5．1で補足説明ナる

5．備　　考

　5．1　試験結果の表示について

　　　機器の検出限界は（図一5参照）約20PPbであり、魚体重

　　509，最終液量50ゴ1，回収率70づと考えれば

　　　　　　　　20，．
　　　　　　　　　　　　≠50PPb　と：なり
　　　　　　70　　50
　　　　　　一　×　一
　　　　　　｛00　　50

　魚体中濃度で約50ppbが分析限界である。

　　第2震度区の平均水槽震度は約14ppbであった。したがっ

　て濃縮性の低い場合は
　　　　　　50
　　　　　一ヰ三5　　となり
　　　　　　14

　上記のように玉5倍以下表示とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


